
公益財団法人橋谷奨 学会

2024年度奨学生募集要項

趣旨：公益財団法人橋谷奨学会は、日本とインドネシア共和国との教育・

学術・文化の発展及び相互理解を促進するため、日本の大学等で

勉学中のインドネシア共和国籍の留学生に対して援助を行い、もっ

て友好親善の増進に寄与することを目的とした事業を行っています。

2024年度の奨学生募集を次の要領で行います。

1応募資格
次の①～⑥の全てに該当することが必要です。

①専門学校（ただし、1年以上の専門課程とする）、大学または大学院（研究生含む）に在学

または入学を許可された私費留学生。

②インドネシア共和国籍を有し、修学または研究のため student visa で来日している者。

③インドネシア共和国大使館に来日の報告をしている者。（領事館のみの届出は不可とします。）

④日本政府等、他財団から奨学金を受けていない者。

⑤日本語でコミュニケ ー ションがとれる方（日本語能力試験N2相当。）

⑥ 年2回のオンライン交流会、年1回の「橋谷奨学生文化交流懇親会」に 参加できる者。

⑦奨学金支給終了後も当会との通信等を継続する意志のある者。

2．奨学金支給要件

① 2023年度の新規採用奨学生数は、若干名とします。

②奨学金は、 月額10万円とします。ただし、応募諸状況を勘案し、正規の奨学金額を変更して

採用する場合もあります。奨学金は原則として返還する必要はありません。

③奨学金は、在籍学校を通じて支給します。

④奨学金の支給期間は、2023年 4 月から学校を卒業・修了するまでとします。

ただし、年度末毎の審査に合格しなければ継続支給はされません。(5の③参照）

⑤次のような場合は奨学金の支給を停止します。

ア，留年あるいは、学業成績が著しく不良または長期欠席等のとき
イ，素行不良のとき。
ウ，転学をしたとき。
工，当会へ虚偽の申告をしたり、当会の定めに従わなかったとき。

3応募方法
①応券者は次の書類を作成または添付して在籍学校事務局へ提出してください。

ア，申請書写真2枚（上半身近影5X4cm、申請書に1枚貼付のこ（

;： ：::身
上書 ｝当会所定様式

工，在学証明書または入学許可証明書
オ，成績証明書（現課程または前課程のもの）
カ，住民票または在留カ ードのコヒ°

ー（国籍・在留資格・在留期間が明記されているもの）
キ，作文（「日本留学にかける私の期待と決意」をテ ー マとする1,000字以内、日本語で本

人自筆のもの）
ク， 健康診断結果（学内で実施した健康診断結果のコヒ°

ー）
※写真と健康診断結果は、半年以内の撮影または受診結果を提出してください。

※日本語能力試験の証明書類は不要です。
②学内/切日は、在学大学・学校にお問い合わせください。

（当会への応経/切日 2024年1月26日必着）

4．選考
①第一次選考：在籍学校の担当教官等が選考を行ってください。

※当会への推薦は、各学校から、継続推胞を含め1名以内といたします。
②書 類 選 考：応募書類を元に選考を行い、結果は学校を通じて2月中旬までに

書面で通知します。

面 接』i毯芭斐主祖祖缶主』上曳:::..糾L�上旦Lこむ已ビております。

通 知：最終選考結果は、学校を通じて、3月下旬までに書面で通知します。

5 ． その他
①応募申込書類は必ず「大学・学校事務局」から受け取ってください（大学等に応募書類が

到着していない時は、大学等から当会へ請求してください）。書類選考への応募は
大学・学校事務局経由としてください。

②書類選考に応募のあった書類は一切返却しません。
③奨学金継続受給（進級者のみ）を希望する者は、担当教官等の推薦を受け、推薦書（当

会様式）を、学校経由で当会へ提出していただきます。（毎年1月 ～2月ころ）
④奨学生は、毎年度末と奨学金支給終了時に、学習報告書（当会様式）を当会事務局へ

必ず提出してください。
⑤申請書に記載された内容および提出書類はプライバシー 保護のため、個人情報として取

扱われます。ただし、書類審査及び選考のため、選考委員は閲覧いたしますのでご了承<
ださい。

6．問い合わせ先

在学大学・学校担当窓口
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